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日常診療で慢性便秘症患者は種々の全身疾患の発症リスクを上昇させること

が示され治療意義が高まっている。近年、新規便秘症治療薬として、上皮機能変

容薬、胆汁酸トランスポーター阻害薬、ポリエチレングリコール製剤、末梢型オ

ピオイド受容体拮抗薬などが上市され、日常診療が変貌をとげている。蓄積され

たエビデンスをもとに、便通異常症ガイドライン 2023-慢性便秘症が発刊された。

本主題では慢性便秘症の治療に関する最新の知見を紹介いただき実臨床におけ

るさらなる発展や研究への展開に繋がる討議の場としたい。 


